
工事説明書

２．本体の取付・据付に関する注意事項

警 告

注 意

ファンコイルユニット

ＭＨ・ＭＶ型

工事は専門業者が実施する
機器の据付は専門業者が実施してください。

また、本工事説明書に従って確実に施工してください。

据付に不備がありますと、水漏れ、感電、火災の

火災の原因になります。

原因になります。

強度の不十分な箇所への据付け禁止
機器の据付は、重量に十分に耐えれる所に確実に固定してくだ

さい。固定が不十分の場合は、本体の落下・転倒により

ケガの原因になります。

電気工事は関連法規を守って正しく施工する
電気工事は電気工事士の資格がある方が｢電気設備に

関する基準」｢内線規程｣及び本工事説明書に従って

電源回路容量不足や施工に不備があると、感電・

施工し、電源接続は必ず専用回路を使用してください。

水質基準に適合した冷水・温水を使用する
(社)日本冷凍空調工業会ガイドライン:JRA-GL-02 

冷凍空調機器用水質ガイドライン」の「冷水」及び

「温水」に準じた水質の水を使用してください。

水質の管理が適切でない場合、コイル主管などに

腐食が生じ水漏れの原因になります。

納入仕様書も併せてご確認ください
納入仕様書には納入した製品の構成や結線図が記載され

ています。必ず、本工事説明書と納入仕様書を併せて

ご確認いただき、適切に施工ください。

定格電圧以外での使用禁止
本体の銘板に表示されている以外の電圧にて使用され

ますと、故障・火災・感電の原因になります。

場所に応じて漏電遮断器を取り付ける
漏電遮断器が取り付けられていないと、感電の原因に

なります。

アース工事を適切に施工する

アースを適切に施工ください。アース線はガス管・

水道管・避雷針・電話のアース線に接続しないでください。

アースが不完全な場合は、漏電の原因になります。

ＣＬＩＭＡＴＯＲR

１．安全にご施工いただくために
据付前によくお読みいただき、正しくお使いください。また、ユニットの本体に下記の記号が印刷されたラベル類が貼り付けて

ある場合、その箇所は特に注意してください。表示と記号の意味は次のようになっています。

● 危険の度合いを表す記号の区分

●危険の内容を表す記号の区分

記号は、禁止の行為である事を告げるものです。図の中に具体的な指示内容(左図の場合は分解禁止)が描かれています。

●記号は、行為を強制したり、指示したり内容を告げるものです。図の中に具体的な指示内容(左図の場合は、電源プラグを

コンセントから抜いてください)が描かれています。

△記号は、警告･注意を促す内容がある事を告げるものです。図の中に具体的な注意内容 ( 左図の場合は回転体注意 ) が

描かれています。

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う可能性が想定される場合。 

取扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負う可能性が想定される場合、及び物的損害のみの発生が想定される場合。

但し、この場合でも状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。

警 告

注 意

取扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される場合。 危 険

危 険



配管接続時及び配管接続後に配管に無理な力が加わらないように施工してください。

3 ． 据付工事

本体吊り位置及び吊り孔間寸法などは納入仕様書にて必ず確認してください。（MH型）

吊り下げには、M10のハンガーボルトを使用し、ワッシャ・ダブルナットで

しっかり固定してください。（ワッシャ・ナットは客先にて用意ください）

また、本体は水平でドレンパンの流れ勾配が1/100以上になるように調整して

ください。（MH型）（図3-1参照）

レベル調整ボルトで本体を水辺に調整し、床固定ボルト（現地にて調達）で

床面に確実に固定してください。

固定強度が不十分な場合は、振動・騒音の原因になります。（MV型）

ファンコイル周囲は保守点検の為のスペースを確保してください。

機械油・食油・塩分・湿気・粉塵の多い所、温泉地帯・硫化ガス・揮発性ガスなどが

充満している所、電圧変動の多い所に設置しないでください。

６． 電気配線工事

５． 凍結の防止

4． 配管工事

本体及び装置全体の水が抜ける位置に排水弁を設けてください。

管または仕切弁等をコイルに接続するときは、配管に大きな力が加わらないように真っ直ぐにゆっくりと

ねじこんでください。

管の切り口は｢カエリ｣を取り除き、ネジ部や管内をよく清掃してください。

配管の一部が本体に接触しないよう、また、保温・保冷を適切に施工してください。

アースは｢内線規程｣に基づいて施工してください。アースが不適切な場合は、感電の原因になります。

誤結線に十分注意してください。誤結線で運転しますとモータの破損や火災の原因になります。

（機種によっては、ユニットに親機・子機の区別が有るので注意してください。）

１つの運転スイッチで複数のユニットを連動運転する場合は、リレーユニットを必要とする場合があります。

内部配線は工場で完了していますので電源及びアース線を確実に接続してください。

結線の際は、納入仕様書の電気結線図を必ず確認してください。

水張り試験時のみ不凍液を使用するなどの処理を行ってください。凍結すると、コイルが破損し、水漏れをおこします。

水張り試験時等、冬期にコイル内の水が凍結するおそれがある場合には、循環ポンプを連続運転し水を循環するか、

ドレンパンの排水口へ配管を接続するときは、ドレンパンに無理な力が掛からないようにしてください。

ドレン配管とドレン排水口は付属のドレンホースで接続してください。（MH型）

ドレンホースは適当な長さに切断し、無理な曲がりを避け、ドレン排水口とホースバンドで確実に固定して

ください。（MH型）

ドレン配管は結露防止の為、必ず防露施工してください。

ドレン配管は、排水勾配を十分にとり、逆勾配にならないように施工してください。

（排水勾配1/100以上）

配管後に、排水が確実に行われていることを必ず確認してください。

ホースバンドは締め付け部が必ず管上部となるようにしてください。取付を誤ると水漏れをおこすことがあります。

JRA-GL-02 ｢冷凍空調機器用水質ガイドライン｣ に準じた水質を使用してください。

水質の管理が適切でない場合、コイル主管などが腐食し、水漏れの原因になります。

水出入口には必ず仕切弁を取り付けてください。

＜ドレン配管工事＞

＜冷温水配管工事＞
水出入口をご確認の上配管してください。

ナット
ワッシャ

ワッシャナット

ホースバンド

ドレン排水口ドレンホース

ドレンソケット

図3-1 本体吊り下げ詳細



９． 配管勝手の変更

●　配管防露施工要領（参考）

１1． 電気用品安全法に関する注意事項

弊社製品を一般家庭や小規模事業所(一般電気工作物)に接続して使用しないでください。

弊社製品は大規模事業所に接続する機器として設計、製作しています。産業用電気工作物に

接続して使用してください。

１０． 付属品

水漏れ防止の為、下記に注意して施工を行ってください。

　防露材の端面は、配管の結露水が吸収しないように水切り板等で確実に処理してください。

　水切り板はドレンパン内に納まるように施工してください。

　防露材と水切り板の隙間、及び配管と水切り板の隙間は確実にコーキング処理してください。

　仕切弁等が付く場合は、必ず仕切弁本体の防露施工も行ってください。

ドレンホース、ホースバンド、ドレンソケット（MH型）　

取扱説明書

配管勝手の変更はできません。

８． 結露防止

結露水が滴下することがあります。

ファンを停止したまま連続通水を行うと結露が起こりやすくなります。ファン停止時は必ず通水を停止してください。

ＪＩＳの結露条件にて結露水が滴下しないことを確認しております。下記の条件より厳しい条件で使用しますと

7 ． 試運転方法

定格の電源電圧が供給されているか確認してください。

運転スイッチによりファンの運転を行ってください。

エア抜き弁によりコイル内のエアを抜いてください。この際に、エア抜きホースがドレンパンの内にあることを

確認してください。ドレンパンの外に出ていると水漏れなどの原因になります。

操作後は必ずエア抜き弁を全閉にしてください。

冷水または温水の仕切弁を開き、通水してください。

電気配線に誤結線がないか確認してください。

エアフィルタが取り付けられているか確認してください。

ＤＢ２７℃　ＷＢ２４℃　ＲＨ７８％

５℃

低速運転で４時間連続運転

試　験　条　件

吸込空気条件

冷水入口温度

運　　転

項　  目

現地にて防露材端面をコーキング処理願います。

現地配管

現地施工防露材

現地配管

現地施工防露材

現地配管

水切り板

（現地にてご用意ください）

ユニット本体

現地ご施工範囲

ドレンパン
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